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コミュニティ
活動

コンサルタントのリーダシップ

コンサルタントのコミュニケーション

コンサルタントのネゴシエーション

最新技術動向

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
基
礎

情報システムの
モニタリング手法

インダストリアプリケーション動向

最新ビジネス動向

：職種共通 ：専門分野別選択

コンサルタントの研修コース群（体系図）＊

テクノロジ

メソドロジ

プロジェクト
マネジメント

ビジネス/
インダストリ

パーソナル

未経験
レベル

エントリレベル ミドルレベル ハイレベル

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ レベル６ レベル７

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
メ
ソ
ド
ロ
ジ

コンサルティング

メソドロジ

基本

コンサルティング

メソドロジ

上級

プロジェクト
マネジメント

基礎

(*)体系図は３専門分野共通です
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研修方法 期間 頁 

コース群の種類 コース群 コース名 
ｅラーニング 講義 ワークショップ

ｅラーニング

(ｊ標準時間) 

クラス 

(標準日数) 
 

コンサルティング基礎 コンサルティング基礎 ○ ○ ○ ３０ ３ 8 

プロジェクトマネジメント基礎 プロジェクトマネジメント基礎 ○   ３０  11 

基
礎 
講
座 

コンサルティングメソドロジ コンサルティングメソドロジ ○ ○ ○ １２ ２ 16 

コンサルタントのリーダシップ コンサルタントのリーダシップ   ○  ３ 19 

コンサルタントのコミュニケーション コンサルタントのコミュニケーション   ○  ３ 22 

コンサルタントのネゴシエーション コンサルタントのネゴシエーション   ○  ３ 25 

上
級 
講
座 

情報システムのモニタリング手法 情報システムのモニタリング手法 ○ ○  １２ ２ 28 

インダストリアプリケーション動向 インダストリアプリケーション動向 ○ ○  １２ ２ 31 

最新ビジネス動向 最新ビジネス動向 ○ ○   １ 34 

最新技術動向 最新技術動向  ○   １ 37 

職
種
共
通 

特
別 
講
座 

コミュニティ活動 コミュニティ活動 
－ 

 
－ － － － 40 

コンサルティングメソドロジ基本 ＢＴメソドロジの基本 ○ ○ ○ ２４ ３ 43 

事業戦略  ○ ○  ３ 54 

組織戦略  ○ ○  ３ 56 

専
門
分
野
別
選
択 

上
級 
講
座 コンサルティングメソドロジ上級 

ビジネスデザイン  ○ ○  ３ 58 

 

コンサルタント（ＢＴ（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｔｒａｎｓｆｏｍａｔｉｏｎ））の研修コース一覧 
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研修方法 期間 頁 

コース群の種類 コース群 コース名 
ｅラーニング 講義 ワークショップ

ｅラーニング

(ｊ標準時間) 

クラス 

(標準日数) 
 

コンサルティング基礎 コンサルティング基礎 ○ ○ ○ ３０ ３ 8 

プロジェクトマネジメント基礎 プロジェクトマネジメント基礎 ○   ３０  11 

基
礎 
講
座 コンサルティングメソドロジ コンサルティングメソドロジ ○ ○ ○ １２ ２ 16 

コンサルタントのリーダシップ コンサルタントのリーダシップ   ○  ３ 19 

コンサルタントのコミュニケーション コンサルタントのコミュニケーション   ○  ３ 22 

コンサルタントのネゴシエーション コンサルタントのネゴシエーション   ○  ３ 25 

上
級 
講
座 

情報システムのモニタリング手法 情報システムのモニタリング手法 ○ ○  １２ ２ 28 

インダストリアプリケーション動向 インダストリアプリケーション動向 ○ ○  １２ ２ 31 

最新ビジネス動向 最新ビジネス動向 ○ ○   １ 34 

最新技術動向 最新技術動向  ○   １ 37 

職
種
共
通 

特
別 
講
座 

コミュニティ活動 コミュニティ活動 － － － － － 40 

コンサルティングメソドロジ基本 ＩＴコンサルティングメソドロジの基本 ○ ○ ○ ２４ ３ 45 

ＩＴ戦略  ○ ○  ３ 60 

ＩＴ運用  ○ ○  ３ 63 

ＩＴマネジメント  ○ ○  ３ 65 

ＩＴネットワーク技術  ○ ○  ３ 68 

専
門
分
野
別
選
択 

上
級 
講
座 

コンサルティングメソドロジ上級 

ＩＴセキュリティ技術  ○ ○  ３ 71 

 

コンサルタント（ＩＴ）の研修コース一覧 
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研修方法 期間 頁 

コース群の種類 コース群 コース名 
ｅラーニング 講義 ワークショップ

ｅラーニング

(ｊ標準時間) 

クラス 

(標準日数) 
 

コンサルティング基礎 コンサルティング基礎 ○ ○ ○ ３０ ３ 8 

プロジェクトマネジメント基礎 プロジェクトマネジメント基礎 ○   ３０  11 

基
礎 
講
座 コンサルティングメソドロジ コンサルティングメソドロジ ○ ○ ○ １２ ２ 16 

コンサルタントのリーダシップ コンサルタントのリーダシップ   ○  ３ 19 

コンサルタントのコミュニケーション コンサルタントのコミュニケーション   ○  ３ 22 

コンサルタントのネゴシエーション コンサルタントのネゴシエーション   ○  ３ 25 

上
級 
講
座 

情報システムのモニタリング手法 情報システムのモニタリング手法 ○ ○  １２ ２ 28 

インダストリアプリケーション動向 インダストリアプリケーション動向 ○ ○  １２ ２ 31 

最新ビジネス動向 最新ビジネス動向 ○ ○   １ 34 

最新技術動向 最新技術動向  ○   １ 37 

職
種
共
通 

特
別 
講
座 

コミュニティ活動 コミュニティ活動 － － － － － 40 

パッケージ適用の基本 ○ ○ ○ ２４ ３ 47 

アプリケーション製品知識  ○ ○  ３ 49 コンサルティングメソドロジ基本 

固有パッケージ製品知識 － － － － － 51 

パッケージ適用プロジェクトにおける業務プロセス  ○ ○  ３ 74 

パッケージ適用プロジェクトにおける組織改革  ○ ○  ３ 77 

専
門
分
野
別
選
択 

上
級 
講
座 

コンサルティングメソドロジ上級 

パッケージ適用プロジェクトにおけるＩＴインフラ  ○ ○  ３ 80 

コンサルタント（パッケージ適用）の研修コース一覧 
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コンサルタント 

研修コースの内容 

        ＜職種共通＞ 
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コンサルティング基礎 （１コース） 

 コンサルティング基礎 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティング基礎 

講座分類 □入門講座 ■基礎講座 □上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、基礎的なコンサルティング技法、知的資産の管理と活用の方法、ビジネス/インダストリに係わるコンサルティング全般に関する基礎的な知

識の修得を目的とする。 

  

○ 当コースでは、ビジネス上の課題を解決するための仮説設定、データ収集と分析、解決策の検討と策定、報告書作成、プレゼンテーションなどのコン

サルティング概要を学習する。 

受講対象者 
 セールス、プロジェクトマネジメント、ＩＴスペシャリストおよびアプリケーションスペシャリストのいずれかの実務経験、実績を持ち、コンサルタントを目指し

ている者（コンサルタントのレベル４を目指す者） 

受講前提 
 ＩＴの基礎知識、およびリーダシップ、コミュニケーション、ネゴシエーションなど基本的なパーソナルスキルを有すること 

研修方法  ｅラーニング、講義、ワークショップ 

期間  前半：標準時間 ３０時間 （ｅラーニング １日 ６時間×５日間）、後半：標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 コンサルティングに関する基礎的な知識を活用し、コンサルティングチームメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの

活用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術の

適用 

知的資産管理(Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ Ｍ

ａｎａｇｅｍｅｎｔ)活用 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

コミュニケーション 
－コミュニケーション（２Ｗａｙ） 

対話またはインタビューの実施、意思疎通、コミュニケーション手法の活用と実践、効果的な話し方、聞き方の実践 

－コミュニケーション（情報伝達） 

プレゼンテーション技術の活用と実践、公式または非公式文書の作成、文書表現および表現力の活用と実践、メディア選択、説得技法の活用と実践 

－コミュニケーション（情報処理） 

状況対応能力の育成と実践、状況理解力の活用と実践、ミーティング運営技術の活用と実践 

 

ネゴシエーション 
－ネゴシエーション 

交渉プロセスの把握と実践、効果的な交渉技法の活用と実践、信頼関係の確立、目標の設定、共通利益、論理的思考の実践、問題解決手法の活用と実践 
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プロジェクトマネジメント基礎 （１コース） 

 プロジェクトマネジメント基礎 
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コース名 
 

研修コースの内容 
プロジェクトマネジメント基礎  

講座分類 □入門講座 ■基礎講座 □上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、プロジェクトマネジメントに関する基礎知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、「ＰＭＢＯＫ」に準じて、プロジェクトの定義、組織化、計画策定、スケジュール策定、プロジェクト実施と管理、プロジェクト完了等、プロジ

ェクトマネジメント全局面の知識領域について基礎的な内容を網羅しており、業種や分野別の特性にとらわれない汎用的なプロジェクトマネジメントの

概念を学習する。 

受講対象者 
 セールス、プロジェクトマネジメント、ＩＴスペシャリストおよびアプリケーションスペシャリストのいずれかの実務経験、実績を持ち、コンサルタントを目指し

ている者（コンサルタントのレベル４を目指す者） 

受講前提 
 情報システムの開発に関する基礎的な知識を有し、プロジェクトに参加した経験を有すること 

研修方法  ｅラーニング 

期間  標準時間 ３０時間 （１日６時間×５日） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 プロジェクトマネジメントに関する基礎的な知識を活用し、コンサルティングチームメンバとして、効果的なプロジェクトマネジメントを実施することができ

る。 
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対象スキル項目 関連する知識 
統合マネジメント －プロジェクト計画の策定 

プロジェクト計画メソドロジの活用と実践、プロジェクトマネジメントツールの活用、プロジェクト計画書の策定 

－プロジェクト計画の実施 

一般的な管理スキルの活用と実践、プロジェクトマネジメントツールの活用、承認プロセスの把握、進捗管理会議運営、組織の手続きの把握 

－統合変更管理 

変更管理、構成管理、プロジェクト進捗評価基準の活用と実践、プロジェクト計画書更新版の策定 

 

スコープマネジメント －プロジェクト開始 

プロジェクト憲章の策定、プロジェクトマネジャの選定と任命、制約条件と前提条件の把握 

－スコープ計画 

スコープ記述書の策定、スコープマネジメント計画書の策定 

－スコープ定義 

WBSの作成、スコープ記述書更新版の策定 

－スコープ検証 

－スコープ変更管理 

スコープ変更、ベースライン文書の改訂 

タイムマネジメント －作業定義 

作業の細分化と詳細化、作業項目リストの作成、WBS更新版の作成 

－作業順序設定 

ＰＤＭ（Ｐｒｅｃｅｄｅｎｃｅ ｄｉａｇｒａｍｍｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ），ＡＤＭ（Ａｒｒｏｗ ｄｉａｇｒａｍｍｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ）、Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ ｄｉａｇｒａｍｍｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ、プロジ

ェクトネットワーク図の作成、作業項目リストの作成 

－作業所要時間見積 

所要時間見積、作業項目リストの作成 

－スケジュール開発と管理 

数学的分析（Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｐａｔｈ Ｍｅｔｈｏｄ、ＰＥＲＴ等）、所要時間の短縮、シミュレーションの実施、プロジェクトマネジメントツールの活用、プロジ

ェクトスケジュールの作成、スケジュールマネジメント計画書の作成、スケジュール変更管理 
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対象スキル項目 関連する知識 

コストマネジメント －資源計画 

資源計画の検討と策定、代替案の定義 

－コスト積算 

トップダウンコスト見積の実施、ボトムアップコスト見積の実施、見積ツールの活用と実践、コスト見積方法論の活用と実践 

－予算設定 

予算設定ツールと技術の活用と実践、コストベースラインの作成 

－コストコントロール 

コスト変更管理の実施、進捗状況評価基準の把握と実践、ＥＶＭ（Ｅａｒｎｅｄ ｖａｌｕｅ ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）の活用と実践、コストコントロールツール

の活用と実践 

 

品質マネジメント －品質計画 

ベネフィットコスト分析、ベンチマーキングの実施、フローチャートの活用と実践、品質に関するコスト管理 

－品質保証 

品質計画、品質予測、品質監査、ツールと技術の活用と実践 

－品質コントロール 

監査、コントロールチャートの活用と実践、パレート図の活用と実践、統計サンプリングの実施、フローチャートの活用と実践、傾向分析 

組織マネジメント －プロジェクト組織計画 

人材業務の実践、組織論の実践 

－要員調達 

要員計画の策定、採用業務の実施、ネゴシエーション、調達 

－チーム体制化 

チーム構成作業の実施、一般的な管理業務の実施、適材配置の実践、チーム育成 



Ｖｅｒ.１．２ 

14                                               ©経済産業省 

対象スキル項目 関連する知識 

コミュニケーションマネジメント －コミュニケーション計画 

コミュニケーション要件の把握、ミュニケーション技術の活用と実践 

－情報配布 

コミュニケーションスキルの活用と実践、情報配布方法論の活用と実践 

－実績報告 

進捗検証、予実分析、傾向分析、Earned Value分析 

－プロジェクト完了手続 

プロジェクト実績報告、プロジェクト報告書の作成、プロジェクトプレゼンテーションの実施 

 

リスクマネジメント －リスクマネジメント計画策定 

－リスク識別 

資料分析、情報収集技術（ブレインストーミング､インタビュー､SWOT分析）の活用と実践、仮説分析、ダイアログ技術の活用と実践 

－定性的リスク分析 

リスク発生頻度と損害の大きさによる分析、リスク発生頻度と損害の大きさの評価マトリックスによる分析 

－定量的リスク分析 

情報収集技術（インタビュー）の活用と実践、重大性分析、デシジョンツリ分析、シミュレーションの実施 

－リスク対応計画 

許容、回避、移転、軽減、受容 

－リスク監視とリスクコントロール 

プロジェクトリスク対応監査、定期的なプロジェクトリスク検証、Ｅａｒｎｅｄ Ｖａｌｕｅ分析 

 

調達マネジメント －調達計画 

内製外製の分析、契約形態の選択、調達計画書の作成 

－引合計画と引合 

調達文書の作成、評価基準の設定、プロポーザルの受理 

－発注先選定 

－契約管理  

契約業務の理解、契約条件の確認と合意、契約の締結、例外事項の処理、外注とOEM契約業務の理解、関連法規の理解と遵守 
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コンサルティングメソドロジ （１コース） 

 コンサルティングメソドロジ 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ 

講座分類 □入門講座 ■基礎講座 □上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、コンサルティングの基本的な方法論、コンサルティングプロセス、そのプロセスで使われるテクニックを理解し、実践するための知識の修得

を目的とする。 

 

○ コース前半では、コンサルティング技法を使った全体的なコンサルティングプロセスの流れ、データ収集、整理、分析方法、課題の抽出と分析方法、解

決策の検討と策定の進め方、問題解決プロセスの論理的かつ効果的なレポートの作成とプレゼンテーション手法や折衝方法に関する知識をｅラーニン

グ形式で学習し、後半では、コンサルティングの方法論を活用したコンサルティングプロセスの適用方法とアーキテクチャのソリューション提供に関す

る事例の検討をワークショップ形式で学習する。 

 

受講対象者 
 セールス、プロジェクトマネジメント、ＩＴスペシャリストおよびアプリケーションスペシャリストのいずれかの実務経験、実績を持ち、コンサルタントを目指し

ている者（コンサルタントのレベル４を目指す者） 

受講前提  「コンサルティング基礎」を修了していること、または同等の知識を有すること 

研修方法  ｅラーニング、講義、ワークショップ 

期間  前半：標準時間 １２時間 （ｅラーニング：１日 ６時間×２日間）、後半：標準日数 ２日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 コンサルティングメソドロジに関する基礎的な知識を活用し、コンサルティングチームメンバとして、顧客に対して迅速かつ効果的な提言を実施すること

ができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの

活用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技

術の適用 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分

析、７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

知的資産管理(Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ 

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ)活用 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持、管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 
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コンサルタントのリーダシップ  

（１コース） 

コンサルタントのリーダシップ 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルタントのリーダシップ 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■ コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、 あらゆるプロジェクトの成功要因である目標の設定､チーム形成、チーム内およびチーム外とのコミュニケーション、プロジェクト実施項目

の作成と推進、管理、動機づけに関する実践的なスキルの修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、中規模以上または複雑なプロジェクトを推進していく上で必要なリーダシップ、自身に対する動機づけ、チーム形成を通じたチームメン

バに対する動機づけ、対人スキル、確執の管理と合意形成について、ロールプレイを取り入れてワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 コンサルティングチームメンバとして、複数のプロジェクトを遂行した経験を持つ者（コンサルタントのレベル４、５を目指す者） 

受講前提 
 リーダシップに関する基礎的な知識を有していること 

研修方法  ワークショップ 

期間  標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 リーダシップに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、リーダシップを発揮し、効果的なプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

リーダシップ 
－リーダシップ 

リーダシップの基本や原則の把握と実践、チームワークとコミュニケーションの実践、プロジェクト目標の設定、プロジェクトの推進、プロジェクトの実行、

プロジェクト管理、プロジェクトチームメンバの連携、プロジェクトチームメンバの動機付けと達成感の提供 
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コンサルタントのコミュニケーション 

 （１コース） 

コンサルタントのコミュニケーション 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルタントのコミュニケーション 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■ コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、 あらゆるプロジェクトの成功要因であるプロジェクトの関係者との効果的でかつ効率的なコミュニケーションに関する実践的なスキルの修

得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、中規模以上または複雑なプロジェクトを推進していく上で必要な２Ｗａｙコミュニケーション、情報の伝達、情報の処理について、ロー

ルプレイを取り入れてワークショップ形式実践的に学習する。 

受講対象者 
 コンサルティングチームメンバとして、複数のプロジェクトを遂行した経験を持つ者（コンサルタントのレベル４、５を目指す者） 

受講前提 
 コミュニケーションに関する基礎的な知識を有していること 

研修方法  ワークショップ 

期間  標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 コミュニケーションに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコミュニケーションを図り、プロジェクトを実施することができ

る。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コミュニケーション 

 

－コミュニケーション（２Ｗａｙ） 

対話またはインタビューの実施、意思疎通、コミュニケーション手法の活用と実践、効果的な話し方、聞き方の実践 

－コミュニケーション（情報伝達） 

プレゼンテーション技術の活用と実践、公式または非公式文書の作成、文書表現および表現力の活用と実践、メディア選択、説得技法の活用と実践 

－コミュニケーション（情報処理） 

状況対応能力の育成と実践、状況理解力の活用と実践、ミーティング運営技術の活用と実践 
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コンサルタントのネゴシエーション 

 （１コース） 

コンサルタントのネゴシエーション 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルタントのネゴシエーション 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■ コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、プロジェクトにおけるあらゆる状況、場面におけるネゴシエーションに関する実践的なスキルの修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、中規模以上または複雑なプロジェクトを推進していく上で発生するあらゆる状況、場面における利害関係者とのネゴシエーションに関し

て、ネゴシエーションのプロセスを複数のフェーズに分け、想定される問題点を理解し、交渉相手との解決策を作成するプロセスについて、ロールプレ

イを取り入れてワークショップ形式で実践的に習得する。 

受講対象者 
 コンサルティングチームメンバとして、複数のプロジェクトを遂行した経験を持つ者（コンサルタントのレベル４、５を目指す者） 

受講前提 
 ネゴシエーションに関する基礎的な知識を有していること 

研修方法  ワークショップ 

期間  標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 ネゴシエーションに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、折衝が難しい交渉相手に対しても継続的な信頼関係を維持すること

で、効果的なプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ネゴシエーション 
－ネゴシエーション 

交渉プロセスの把握と実践、効果的な交渉技法の活用と実践、信頼関係の確立、目標の設定、共通利益、論理的思考の実践、問題解決手法の活用と実

践 
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情報システムのモニタリング手法  

（１コース） 

情報システムのモニタリング手法 
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コース名 
 

研修コースの内容 
情報システムのモニタリング手法 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、ビジネス活動やＩＴ活動の成果を計るため、目標達成指標および業績評価指標に対する達成度の調査分析などに関する知識の修得を目的

とする。 

 

○ 当コースでは、コンサルティングの結果として導入した情報システムや新しい仕組みが経営にどれだけの効果をもたらしているかを測定するためのモ

ニタリング手法について学習する。 

受講対象者 
 コンサルティングチームメンバとして、複数のプロジェクトを遂行した経験を持つ者（コンサルタントのレベル５を目指す者） 

受講前提  情報システムの開発に関する基礎的な知識を有していること 

研修方法  講義、またはｅラーニング 

期間  標準日数 ２日 （クラスルーム）、または標準時間 １２時間 （ｅラーニング ６時間×２日間） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

モニタリング手法に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、ＩＴプロジェクトの成果に対するモニタリングを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングの実施 
－プロジェクトの成果分析 

目標達成指標に対する調査分析、業績評価指標に対する調査分析、システム運用の評価、業務運用の評価 

情報システムの評価 
－経営評価 

バランストスコアカード手法の活用と実践、投資対効果の評価 

－ITシステム評価 

システム機能評価、システム性能評価、エンドユーザー評価 
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インダストリアプリケーション動向  

（１コース） 

インダストリアプリケーション動向 
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コース名 
 

研修コースの内容 
インダストリアプリケーション動向 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 □上級講座 ■特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、日々変化していくインダストリアプリケーションに関する知識を最新に保つために、各インダストリにおける最新の動向や、現在注目を集め

ているアプリケーション、ソリューションに関する知識の修得を目的とする。 

○ 当コースでは、対象とする各インダストリ、またはアプリケーション、ソリューションのテーマ毎に提供され、受講者は、自らのスキルの維持、向上を図

るために定期的または必要に応じてテーマを選択し受講する。 

 

○ 当コースは、ｅラーニングによる提供も可能であるが、講義形式によってアプリケーションの実演などを行うことが望ましい。 

 

受講対象者 
 コンサルティングチーム責任者、コンサルティングチームメンバとして、現在関わりのある業界や、今後関係する業界に関する知識、またその業界で使

用されるアプリケーションなどに関する知識を更新する必要のある者 

受講前提 
 インダストリアプリケーションについて基本的な知識を有していること 

研修方法  講義、またはｅラーニング 

期間  標準日数 ２日（クラスルーム）、または標準時間 １２時間 （ｅラーニング １日 ６時間×２日間） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 インダストリアプリケーションに関する知識を活用し、コンサルティングチームの責任者として、効果的なプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

インダストリ 

 

－インダストリ知識 

インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活用、インダストリビジネス動向、技術動向、競

合状況の把握、インダストリ用語､関連法規の把握と活用、インダストリ別事業環境の把握と活用、インダストリ別ビジネス慣行の把握と活用、インダストリ

固有業務内容の把握と活用 
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最新ビジネス動向 （１コース） 

 最新ビジネス動向 
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コース名 
 

研修コースの内容 
最新ビジネス動向 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 □上級講座 ■特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、日々変化していくビジネスの最新動向に関する知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、主要な業界の経営課題や最新動向、トピックス、国内外のＩＴ市場の動向、主要な技術動向等のテーマ毎に提供され、受講者は、自らの

スキルの維持、向上を図るために定期的または必要に応じてテーマを選択し受講する。 

 

受講対象者 
 技術チーム責任者、技術チームリーダ、技術チームメンバとして、担当するプロジェクトに関わる顧客の経営環境等を把握するために、ビジネス動向に

関する知識を更新する必要のある者 

受講前提  「コンサルティング基礎」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、またはｅラーニング 

期間  標準日数 １日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 最新ビジネス動向に関する知識を活用し、コンサルティングチームの責任者として、顧客の経営課題を明確に理解し、効果的なプロジェクトを実施するこ

とができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

テクノロジ 
－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発

展の把握 

－情報化と経営 

情報戦略、企業会計、経営工学、エンジニアリングシステム分野とビジネスシステム分野における情報システムの活用、関連法規の理解と遵守 
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最新技術動向 （１コース） 

 最新技術動向 
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コース名 
 

研修コースの内容 
最新技術動向 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 □上級講座 ■特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、日々変化していくＩＴサービスを取りまく最新の技術動向を理解し、実際のビジネスで応用するための知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、国内外のＩＴ市場規模、動向、現状と将来のＩＴ技術、プラットフォーム、システム管理基盤、データベース、ネットワーク、分散コンピュー

ティングシステム、セキュリティに関わる要素技術動向、アプリケーションに関わる技術動向、ビジネス特許に関わる技術動向、次世代のｅビジネスと

その発展などを学習する。 

 

○ 当コースは、必要に応じた任意のテーマ毎に提供され、受講者は、自らのスキルの維持/向上を図るために定期的または必要に応じてテーマを選択し

受講する。 

 

受講対象者 
 コンサルティングチーム責任者、コンサルティングチームメンバとして、諸技術に関する知識を更新する必要のある者 

受講前提 
 ＩＴ技術に関する基礎知識を持ち、ソリューション構築における実務経験、実績を有すること 

研修方法  講義 

期間  標準日数 １日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 最新技術動向に関する知識を活用し、コンサルティングチームの責任者として、効果的なプロジェクトを実施することができる。 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒ.１．２ 

38                                               ©経済産業省 

 

対象スキル項目 関連する知識 

テクノロジ 
－最新技術動向 

最新ハードウェア技術動向の把握、最新ミドルウェア技術動向の把握、最新プラットフォーム技術動向の把握、最新ネットワーク技術動向の把握、最新デ

ータベース技術動向の把握、最新セキュリティ技術動向の把握、最新システム管理技術動向の把握 

－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 
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コミュニティ活動 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コミュニティ活動 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 □上級講座 ■特別講座 

対象専門分野 ■コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 コミュニティ活動は、いわゆる研修とは異なり、社内組織上のラインにとらわれずに、プロフェッショナル同士が自らのスキルを切磋琢磨し、後進育成にも

貢献していく社内、社外での諸活動をいう。コミュニティ活動には、社外のものとしては学会や各種団体（任意も含めて）があり、社内のものとしては社内プ

ロフェッショナル認定制度などで認定を受けたなどの者からなる枠組みがある。これらコミュニティは、同一職種で構成されることが基本となる 

 

○ ハイレベルのスキルを持つ人材は、研修という枠組みで教えられるという段階を超え、コミュニティ活動を通し、他のハイレベルのプロフェッショナルと

の情報交換やディスカッションを通じて研鑽を重ねる。 

 

○ 後進育成においても、ハイレベルのスキルに基づく論文発表や講演を通じた貢献を図る。また、特に社内のコミュニティ活動を通しては、人事、教育訓

練制度の設計、構築、実行をリードし、現場のプロの立場でビジネス戦略と結びついた人材育成戦略の実現に貢献する。 

 

 

受講対象者 ―― 

受講前提 ―― 

研修方法 ―― 

期間 ―― 

研修修了後の 

スキル修得目標 

―― 
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コンサルタント 

研修コースの内容 

     ＜専門分野別選択＞ 
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コンサルティングメソドロジ基本 （５コース） 

（ ）内は対応する専門分野 

 ＢＴメソドロジの基本（ＢＴ） 
 ＩＴコンサルティングメソドロジ（ＩＴ） 
 パッケージ適用の基本（パッケージ適用） 
 アプリケーション製品知識（パッケージ適用） 
 固有パッケージ製品知識（パッケージ適用） 
（パッケージ製品提供元および関連各社の研修内容に準ずる） 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ基本： ＢＴメソドロジの基本 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 ■ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ」の後続コースとして、経営戦略、事業戦略、事業環境に関する見識およびＢＴ関連知識、ビジネスモデルの選

択とその移行計画の提言方法などＢＴコンサルティングを実施する上で必要となる専門知識、メソドロジに関する知識の修得を目的とする。 

 

○ コース前半では、ビジネス環境に対応したビジネスモデルの知識を含むＢＴ関連知識とビジネスモデル選定メソドロジをｅラーニング形式で学習する。

後半では、講義形式およびワークショップ形式でＢＴ支援コンサルティングの実践を学習する。 

受講対象者  経営戦略や事業戦略関連のコンサルティングを専門に実施することとなる者（コンサルタント（専門分野：ＢＴ）のレベル４を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  ｅラーニング、講義、ワークショップ 

期間  前半：標準時間 ２４時間 （ｅラーニング １日 ６時間×４日間）、後半：標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

  BT メソドロジに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、顧客の業務改革、将来ビジネスモデルの策定、実行計画立案の支援を実

施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

コンサルティングメソドロジの活

用（BT） 

－ＢＴコンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 

 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（ビジネス戦略） 

インダストリ知識の活用、業務改善関連知識の活用、専門知識と経験の活用、経営戦略と事業戦略に関する見識と分析、事業環境に関する見識と分析、ＩＴ

動向の把握と分析 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ基本： ＩＴコンサルティングメソドロジの基本 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ」の後続コースとして、「コンサルティング基礎」で修得したコンサルティングの基礎的なアプローチとＩＴに関する

コンサルティングモデルを活用し、ＩＴに関連する課題解決のためのコンサルティングメソドロジに関する知識の修得を目的とする。 

 

○ コース前半では、ＩＴプロセスモデルやコンサルティングモデルの基礎知識をｅラーニング形式で学習する。後半では、ビジネスのニーズと目的に沿っ

たＩＴインフラとサービスのあるべき姿を描き、ＩＴプロセス、組織、インフラ技術を駆使したＩＴ実施計画を策定し、ビジネスケースと移行計画の提言を行

うための実践的知識を講義形式およびワークショップ形式で学習する。 

受講対象者  ＩＴ分野のコンサルティングを専門に実施することとなる者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル４を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  ｅラーニング、講義、ワークショップ 

期間  前半：標準時間 ２４時間 （ｅラーニング １日 ６時間×４日間）、後半：標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 IT コンサルティングメソドロジに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、ＩＴ実施計画を策定し、ビジネスケースと移行計画の立案を

実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

コンサルティングメソドロジの活

用（ＩＴ） 

－ＩＴコンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（ビジネス戦略） 

インダストリ知識の活用、業務改善関連知識の活用、専門知識と経験の活用、経営戦略と事業戦略に関する見識と分析、事業環境に関する見識と分析、ＩＴ

動向の把握と分析 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ基本： パッケージ適用の基本 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ」の後続コースとして、ＩＴ動向分析やニーズ＆ウォンツ分析、Ｆｉｔｓ＆Ｇａｐ分析などの分析手法とパッケージ導入

手法に関する知識の習得を目的とする。 

 

○ コース前半では、パッケージ導入を、構想、計画、分析と選定、業務設計とシステム設計のフェーズに分類し、各フェーズ毎の導入手法をｅラーニング

形式で学習する。後半では、講義形式およびワークショップ形式でパッケージ適用の実践を学習する。 

受講対象者 
 特定パッケージの適合性評価および適用のコンサルティングを専門に実施することとなる者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル４を目

指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  ｅラーニング、講義、ワークショップ 

期間  前半：標準時間 ２４時間 （ｅラーニング １日 ６時間×４日間）、後半：標準日数 ３日（クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 パッケージ導入手法に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

パッケージの適合性評価と適用
－パッケージの適合性評価（Ｆｉｔ＆Ｇａｐ分析）とパッケージ適用 

適用する情報技術の調査、適用する情報技術の検討、適用する情報技術と業務機能との整合性の検討、ビジネス要求に適したビジネス支援パッケージ候

補の洗出し、最適なパッケージの選定 

－パッケージ導入メソドロジの理解と実践 

導入検討の留意点とテストの必要性の検討、導入検討の留意点検討、費用と投資効果の予測、情報戦略との整合性の検証、教育と訓練に対する基本方

針の明確化  

－専門知識の活用（パッケージ） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、代表的なアプリケーション製品知識（ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等）、パッケージ適用事例知識、組織改革における

パッケージ適用事例知識、インフラ支援パッケージ適用事例知識 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ基本： アプリケーション製品知識 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「パッケージ適用の基本」の後続として、パッケージ適用コンサルティングを実施する際に必要となるアプリケーション製品に関する知識の

修得を目的とする。 

 

○ コース前半では、ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等の領域における代表的なアプリケーションパッケージについて、それらの製品の特徴とパッケージ導入手法、

パッケージ製品選定に必要となる比較項目、各パッケージベンダや製品の設計思想の概要などを講義形式で学習する。後半では、ワークショップ形

式でアプリケーション製品に対応した導入計画の立案を実践的に学習する。 

 

受講対象者 
 特定パッケージの適合性評価および適用のコンサルティングを専門に実施することとなる者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル４を目

指す者） 

受講前提  「パッケージの適用の基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 アプリケーション製品に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、アプリケーション製品の選定に関する提言や導入計画の立案を実

施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

パッケージの適合性評価と適用
－最新業務パッケージ動向 

最新業務パッケージ技術動向の把握、最適業務パッケージ選定 

－パッケージの適合性評価（Ｆｉｔ＆Ｇａｐ分析）とパッケージ適用 

適用する情報技術の調査、適用する情報技術の検討、適用する情報技術と業務機能との整合性の検討、ビジネス要求に適したビジネス支援パッケージ

候補の洗出し、最適なパッケージの選定 

－パッケージ導入メソドロジの理解と実践 

導入検討の留意点とテストの必要性の検討、導入検討の留意点検討、費用と投資効果の予測、情報戦略との整合性の検証、教育と訓練に対する基本方

針の明確化  

－専門知識の活用（パッケージ） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、代表的なアプリケーション製品知識（ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等）、パッケージ適用事例知識、組織改革におけ

るパッケージ適用事例知識、インフラ支援パッケージ適用事例知識 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ基本： 固有パッケージ製品知識 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「パッケージ適用の基本」の後続として、パッケージ適用を実施する際に必要となるＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等における特定のパッケージ製品

およびその導入手法に関する知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースは、各製品提供会社などより、製品単位で個別に研修サービスが提供されるため、受講者は必要に応じて受講する製品と関連する研修サー

ビスを選択する。 

 

受講対象者 
 特定パッケージの適合性評価および適用のコンサルティングを専門に実施することとなる者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル４を目

指す者） 

受講前提  「パッケージ適用の基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  パッケージ製品提供元および関連各社の研修内容に準ずる 

期間  パッケージ製品提供元および関連各社の研修内容に準ずる 

研修修了後の 

スキル修得目標 

固有パッケージ製品に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、適合性評価や導入計画の立案を実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

パッケージの適合性評価と適用
－最新業務パッケージ動向 

最新業務パッケージ技術動向の把握、最適業務パッケージ選定 
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コンサルティングメソドロジ上級 （１１コース） 

（ ）内は対応する専門分野 

 事業戦略（ＢＴ） 
 組織戦略（ＢＴ） 
 ビジネスデザイン（ＢＴ） 
 ＩＴ戦略（ＩＴ） 
 ＩＴ運用（ＩＴ） 
 ＩＴマネジメント（ＩＴ） 
 ＩＴネットワーク技術（ＩＴ） 
 ＩＴセキュリティ技術（ＩＴ） 
 パッケージ適用プロジェクトにおける業務プロセス（パッケージ適用） 
 パッケージ適用プロジェクトにおける組織改革（パッケージ適用） 
 パッケージ適用プロジェクトにおけるＩＴインフラ（パッケージ適用）
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： 事業戦略 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 ■ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」の上位コースとして、ＢＴプロジェクトの中で特に事業戦略立案支援に必要となる知

識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、ＢＴコンサルティングにおける経営と事業戦略に関する専門知識、外部環境分析、ビジネスモデルの調査、将来動向調査、現行の事業

戦略分析などの実施、新しい事業戦略の策定、実施計画の立案を学習する。 

 

○ コース前半では、経営と事業戦略に関する専門知識および分析手法を講義形式で学習する。後半では、事業分析から新しい事業戦略案の策定、移行

実施計画の作成をワークショップ形式で実践的に学習する。 

 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＢＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 事業戦略立案支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

業務改革計画の策定 
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－ビジネス動向の把握と分析 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－ビジネスモデルの検討と構築 

ビジネス環境分析、ビジネス戦略(経営戦略、事業戦略)の把握、ビジネスモデル立案のためのフレームワークの検討、バリューチェーンの再構築、ビジネ

スモデルの構築 

－経営戦略、事業戦略の把握 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C分析、ＳＷＯＴ分析、７

Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－専門知識の活用（業務改革） 

インダストリ知識の活用、業務改革関連知識の活用、経営戦略立案策定の手順と技法、組織改革（マトリックス組織、事業部制組織、プロジェクト制組織）、

経営戦略と企業の組織文化、ビジネスプロセスに関する知識、ビジネスプロセス分析、業務の新全体像と投資対象の選定 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの

活用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： 組織戦略 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 ■ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」の上位コースとして、ＢＴプロジェクトの中で特に組織改革支援に必要となる知識の

修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、ＢＴコンサルティングにおける、グループマネジメント、チェンジマネジメントの知識の習得、新しい組織とプロセス改善案の策定、実施

計画の立案を学習する。  

 

○ コース前半では、グループマネジメント、チェンジマネジメントなど組織改革に関連する知識を講義形式で学習する。後半では、事業分析から新しい組

織改革案を策定、実施計画の作成をワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＢＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 組織戦略改革支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

業務改革計画の策定 
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－ビジネス動向の把握と分析 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－ビジネスモデルの検討と構築 

ビジネス環境分析、ビジネス戦略(経営戦略、事業戦略)の把握、ビジネスモデル立案のためのフレームワークの検討、バリューチェーンの再構築、ビジネ

スモデルの構築 

－経営戦略、事業戦略の把握 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C分析、ＳＷＯＴ分析、７

Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－専門知識の活用（業務改革） 

インダストリ知識の活用、業務改革関連知識の活用、経営戦略立案策定の手順と技法、組織改革（マトリックス組織、事業部制組織、プロジェクト制組織）、

経営戦略と企業の組織文化、ビジネスプロセスに関する知識、ビジネスプロセス分析、業務の新全体像と投資対象の選定 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

コンサルティングメソドロジの

活用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ビジネスデザイン 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 ■ＢＴ □ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」の上位コースとして、ＢＴプロジェクトの中で特にビジネスデザインを実施する上で必

要となる知識の修得を目的とする。   

 

○ 当コースでは、ビジネスデザインアプローチ、論理的なビジネスプロセスモデル設計、物理的なビジネスプロセスモデル設計という一連のビジネスデ

ザインを学習する。  

 

○ コース前半では、ビジネスプロセスデザインアプローチ、ビジネスシナリオの作成、ビジネスプロセス要件定義、要件定義に基づく新規ビジネスプロセ

スの設計、ビジネスプロセスを支える組織設計やテクノロジの活用などを講義形式で学習する。後半では、企業戦略や組織改革を加味したビジネス

モデルの設計と実施計画の作成をワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＢＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＢＴメソドロジの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 ビジネスデザインに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

業務改革計画の策定 
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－ビジネス動向の把握と分析 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－ビジネスモデルの検討と構築 

ビジネス環境分析、ビジネス戦略(経営戦略、事業戦略)の把握、ビジネスモデル立案のためのフレームワークの検討、バリューチェーンの再構築、ビジ

ネスモデルの構築 

－経営戦略、事業戦略の把握 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分

析、７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－知的資産の管理と活用 

 知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（業務改革） 

インダストリ知識の活用、業務改革関連知識の活用、経営戦略立案策定の手順と技法、組織改革（マトリックス組織、事業部制組織、プロジェクト制組

織）、経営戦略と企業の組織文化、ビジネスプロセスに関する知識、ビジネスプロセス分析、業務の新全体像と投資対象の選定 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技

術の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ＩＴ戦略 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングメソドロジの基本」の上位コースとして、ＩＴコンサルティングプロジェクトの中で特にＩＴ

戦略支援に必要となる知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、ＩＴコンサルティングにおける情報システム構想の策定と基本計画の策定を含むＩＴ戦略に関する専門知識全般とその活用を学習する。  

 

○ コース前半では、ＩＴ戦略に関する知識を講義形式で学習する。後半では、ＩＴ戦略の前提となるＩＴ現状評価を行い、これに基づく基本設計、実施計画立

案などをワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 IT戦略支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－情報システム構想の策定 

情報戦略課題と情報システム化構想 

－情報システム基本計画の策定 

現行業務からの機能と情報の洗い出し、中長期計画の策定、業務開発、業務改善、業務改革対象の優先順位設定および実現性の検証  

－ＩＴ戦略策定 

顧客のビジョンとゴールの把握、顧客のビジネス戦略の把握、顧客のシステム化戦略の策定 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－知的資産の管理と活用 

 知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（ＩＴ戦略策定） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、ＩＴ戦略関連知識の活用、情報システムの応用例、ＩＴを利用したビジネスモデル 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ＩＴ運用 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングメソドロジの基本」の上位コースとして、ＩＴコンサルティングプロジェクトの中で特にＩＴ

運用支援に必要となる知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、ＩＴコンサルティングにおける運用環境構築、業務プロセス改善、システム最適化、サービスレベル管理、ヘルプデスク運用、障害対策お

よび復旧プランを含む運用手法とその活用を学習する。 

 

○ コース前半は、ＩＴ運用の知識を講義形式で学習する。後半では、ケーススタディによる現状分析を行い、運用管理システムの策定と最適なシステム製

品の選定、構築に関する提言、さらに運用におけるヘルプデスクの検討や障害対策および復旧プランの立案をワークショップ形式で実践的に学習す

る。 

 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 IT運用支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 
－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－情報システム構想の策定 

情報戦略課題と情報システム化構想 

－情報システム基本計画の策定 

情報システムの保守と運用方式、情報システムの保守と運用体制、情報システム開発のフレームワーク 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－障害対策手法 

障害監視、問題判別、影響分析、障害回復、影響分析 

－システム運用管理設計 

キャパシティ管理の適用、問題管理の適用、変更管理の適用、回復管理の適用、構成管理の適用、インフラ設計、エンドユーザ支援設計、資産管理の適

用、災害対策、サービスレベル設計 

－問題管理 

障害影響度評価分析、障害履歴管理、障害特定、原因診断、障害修復、回避策策定、回避作業計画立案、回避に伴う調査、現象定義、データ収集、測定の

実施、問題管理ツールの活用と実践、マルチベンダまたはマルチプラットフォーム環境における問題特定手法の活用と実践   

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ＩＴマネジメント 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングメソドロジの基本」の上位コースとして、ＩＴコンサルティングプロジェクトの中で特にＩＴ

管理支援に必要となる知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、ＩＴガバナンス、ＩＴコストとバリューマネジメント、ＩＴプロセスモデル、企業レベルのシステム管理、ＩＴアウトソーシングなどの知識、および

サービス関連の管理手法、フロントマネジメント手法など、ＩＴを適用した管理手法に関する知識全般とその活用を学習する。  

 

○ コース前半では、ＩＴマネジメントに関する知識を講義形式で学習する。後半では、実際にサービス管理やフロントマネジメント等、ＩＴマネジメントについ

ての手法をワークショップ形式で実践的に学習する。 

 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 IT管理支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

コンサルティングメソドロジの活

用（ＩＴ） 

－ＩＴコンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－情報システム構想の策定 

情報戦略課題と情報システム化構想 

－情報システム基本計画の策定 

情報システムの管理方式と管理体制、情報システム障害リスクの分析と障害対策レベルの設定 

－ＩＴ戦略策定 

顧客のビジョンとゴールの把握、顧客のビジネス戦略の把握、顧客のシステム化戦略の策定 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（ＩＴ戦略策定） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、ＩＴ戦略関連知識の活用、情報システムの応用例、ＩＴを利用したビジネスモデル 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ＩＴネットワーク技術 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングメソドロジの基本」の上位コースとして、ＩＴコンサルティングプロジェクトの中で特にネッ

トワーク技術支援に必要となる知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、現状ネットワーク分析、ネットワーク技術調査、現状ネットワーク評価に基づく新ネットワーク要件の策定およびネットワーク構成の立

案、移行計画を学習する。 

 

○ コース前半では、ネットワーク技術知識を講義形式で学習する。後半では、実際にネットワークの課題に対するコンサルティング作業をワークショップ

形式で実践的に学習する。 

 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 ITネットワーク技術支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－情報システム構想の策定 

情報戦略課題と情報システム化構想 

－情報システム基本計画の策定 

現行業務からの機能と情報の洗い出し、中長期計画の策定、業務開発、業務改善、業務改革対象の優先順位設定および実現性の検証 

－ＩＴ戦略策定 

顧客のビジョンとゴールの把握、顧客のビジネス戦略の把握、顧客のシステム化戦略の策定 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分析、

７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－専門知識の活用（ＩＴ戦略策定） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、ＩＴ戦略関連知識の活用、情報システムの応用例、ＩＴを利用したビジネスモデル 

－ＴＣＰ/ＩＰ ネットワーク技術 

ＴＣＰ/ＩＰの成り立ち、仕組み、構成、QoSの考え方 

－障害対策手法 

障害監視、問題判別、影響分析、障害回復、影響分析の活用と実践 

－システム運用管理設計 

キャパシティ管理の適用、問題管理の適用、変更管理の適用、回復管理の適用、構成管理の適用、インフラ設計、エンドユーザ支援設計、資産管理の適

用、災害対策、サービスレベル設計 

－ネットワークシステムの運用と保守 

  利用者対応、保守または更新の方針と計画作成、保守または更新の実施、バックアップとデータ回復、ネットワークシステム構成管理 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 
－ネットワークシステムの構築とテスト 

導入作業、テストと評価、移行作業、ネットワークセキュリティ構築、不正侵入またｈファイル改ざん検知と分析と対応、ネットワーク検証ツールの活用、問

題判別、トラブル解決手法の活用と実践 

－ネットワークシステムの技術動向 

大規模系ネットワーキング（ブロードバンドＩＳＤＮ、光ネット、電話用ケーブル、無線ネットワーク、基幹網）技術動向の把握、高速ＬＡＮ（ＤＱＤＢ、ギガビット

イーサネット）技術動向の把握、通信サービス（ギガビットイーサネット、常時接続サービス、地域ＩＰ網）技術動向の把握 

－ネットワークシステムの要件定義 

アプリケーションの要件分析、現行ネットワークシステムの分析、作業範囲の確定、ネットワークシステム要件の定義 

－システムプラットフォーム技術 

オペレーティングシステム技術の活用と実践（メインフレーム、分散機（オフコン）、ＵＮＩＸ、ＷＩＮＤＯＷＳ、Ｌｉｎｕｘなど） 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： ＩＴセキュリティ技術 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ ■ＩＴ □パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングメソドロジの基本」の上位コースとして、ＩＴコンサルティングプロジェクトの中で特にセ

キュリティ技術支援に必要となる知識の修得を目的とする。 

 

○ 当コースでは、セキュリティポリシの策定と導入支援、情報資産のリスク分析、脅威と対策の明確化、管理体制の評価、見直し案の策定を学習する。 

 

○ コース前半では、セキュリティ技術の知識を講義形式で学習する。後半では、総合的な情報セキュリティマネジメントをワークショップ形式で実践的に

学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：ＩＴ）のレベル５を目指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：ＩＴコンサルティングの基本」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 ITセキュリティ技術支援に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－最新ＩＴ市場動向 

国内外のＩＴ市場規模と動向の把握、アプリケーションに関わる技術動向の把握、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展

の把握 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－情報システム構想の策定 

情報戦略課題と情報システム化構想 

－情報システム基本計画の策定 

現行業務からの機能と情報の洗い出し、中長期計画の策定、業務開発、業務改善、業務改革対象の優先順位設定および実現性の検証 

－ＩＴ戦略策定 

 顧客のビジョンとゴールの把握、顧客のビジネス戦略の把握、顧客のシステム化戦略の策定 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－専門知識の活用（ＩＴ戦略策定） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、ＩＴ戦略関連知識の活用、情報システムの応用例、ＩＴを利用したビジネスモデル 

－システム管理手法 

サービス水準管理、問題管理、パフォーマンスとキャパシティ管理、変更管理、資源管理、回復管理、構成管理、運用管理、セキュリティ管理製品の評価と

選定 

－セキュリティ設計 

耐監査性設計、機密性設計、可用性設計、完全性設計、識別と認証設計、PKI 技術の適用、暗号化技術の適用、ネットワークセキュリティ技術の適用、その

他 

－セキュリティとプライバシ 

セキュリティ対策（機密保護、改ざん防止対応、不正侵入、コンピュータウィルス、インテグリティ対策、可用性対策、安全対策、ソーシャルエンジニアリン

グ）、プライバシ保護、リスク管理、ガイドラインと関連法規－セキュリティの見直し 

技術情報の収集と評価、運用上の問題点整理と分析、技術上の問題点整理と分析、新たなリスクの整理と分析、セキュリティポリシ更新 

－セキュリティ技術動向 

シングルサインオン技術動向の把握、PKI 技術動向の把握、セキュリティアドミニストレーション技術動向の把握、侵入防止技術動向の把握、暗号化技術

の把握と活用、電子署名技術の把握と活用、ファイアウォール技術の把握と活用 
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ＩＴ戦略の策定 
－企業システムへの脅威 

脅威の動機と種類の把握と活用 

－監査 

システム監査の基礎、システム監査の計画、システム監査の実施と報告 

－セキュリティの見直し 

技術情報の収集と評価、運用上の問題点整理と分析、技術上の問題点整理と分析、新たなリスクの整理と分析、セキュリティポリシ更新 

 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術

の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： パッケージ適用プロジェクトにおける業務プロセス 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」の上位コースとして、パッケージ適用コンサルティングプロジェクトの中で経営

と事業戦略に関する専門知識、外部環境分析、現行の事業戦略分析などに関する知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、業務プロセスの見直しの構想を立案するための経営戦略、事業戦略、事業環境に関する見識、ビジネス環境分析や事業戦略分析、分

析結果に基づく対象スコープと導入方針についての提言などを学習する。  

 

○ コース前半では、経営と事業戦略に関する専門知識、外部環境分析、現行の事業戦略分析などの知識を講義形式で学習する。コース後半では、経営

と事業戦略に沿った業務プロセスを構築するためのパッケージ活用をワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル５を目

指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 パッケージ適用プロジェクトにおける業務プロセスに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェク

トを実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

パッケージの適合性評価と適用
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－最新業務パッケージ動向 

最新業務パッケージ技術動向の把握、最適業務パッケージ選定 

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－パッケージの適合性評価（Ｆｉｔ＆Ｇａｐ分析）とパッケージ適用 

適用する情報技術の調査、適用する情報技術の検討、適用する情報技術と業務機能との整合性の検討、ビジネス要求に適したビジネス支援パッケージ

候補の洗出し、最適なパッケージの選定 

－パッケージ導入メソドロジの理解と実践 

導入検討の留意点とテストの必要性の検討、導入検討の留意点検討、費用と投資効果の予測、情報戦略との整合性の検証、教育と訓練に対する基本方

針の明確化  

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分

析、７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－知的資産の管理と活用 

 知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（パッケージ） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、代表的なアプリケーション製品知識（ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等）、パッケージ適用事例知識、組織改革におけ

るパッケージ適用事例知識、インフラ支援パッケージ適用事例知識 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技

術の適用 

 

 



Ｖｅｒ.１．２ 

77                                               ©経済産業省 

 

コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： パッケージ適用プロジェクトにおける組織改革 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」の上位コースとして、パッケージ適用コンサルティングプロジェクトの中で組織

と職掌の再設計、教育訓練、変革マネジメントなどに関する知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、組織改革の知識とパッケージ適用における組織設計、組織移行計画、教育計画の立案、本番稼動後のサポート体制など一連のパッケ

ージ適用メソドロジについて学習する。  

 

○ コース前半では、組織改革の知識、変革マネジメント、組織教育、ベストプラクティス事例などの知識を講義形式で学習する。後半では、組織改革を成

功裡に行うためのパッケージ活用をワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル５を目

指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 パッケージ適用プロジェクトにおける組織改革に関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを

実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

業務改革計画の策定 
－専門知識の活用（業務改革） 

インダストリ知識の活用、業務改革関連知識の活用、経営戦略立案策定の手順と技法、組織改革（マトリックス組織、事業部制組織、プロジェクト制組

織）、経営戦略と企業の組織文化、ビジネスプロセスに関する知識、ビジネスプロセス分析、業務の新全体像と投資対象の選定 

 

ＩＴ戦略の策定 
－システム管理手法 

サービス水準管理、問題管理、パフォーマンスとキャパシティ管理、変更管理、資源管理、回復管理、構成管理、運用管理、セキュリティ管理製品の評価

と選定 

－システム管理体系 

組織と役割の設定、業務フローの策定、業務標準の策定、管理体制の確立 

パッケージの適合性評価と適用
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－分析ツールとモデルの理解と活用 

事業ライフサイクル（導入期、成長期、成熟期、衰退期）モデル、プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）モデル、経験カーブ、３C 分析、ＳＷＯＴ分

析、７Sモデル、マイケル・ポーターの５Ｆｏｒｃｅｓモデル、バリューチェーン分析、その他 

－知的資産の管理と活用 

知的資産のデータベース化（付加価値、構造化、共有化）、知的資産の活用、知的資産の維持と管理、効果の把握と改善の実施、ビジネスモデル特許 

－専門知識の活用（パッケージ） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、代表的なアプリケーション製品知識（ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等）、パッケージ適用事例知識、組織改革におけ

るパッケージ適用事例知識、インフラ支援パッケージ適用事例知識 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技

術の適用 
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コース名 
 

研修コースの内容 
コンサルティングメソドロジ上級： パッケージ適用プロジェクトにおけるＩＴインフラ 

講座分類 □入門講座 □基礎講座 ■上級講座 □特別講座 

対象専門分野 □コンサルタント共通 □ＢＴ □ＩＴ ■パッケージ適用 

コース概要 

 当コースは、「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」の上位コースとして、パッケージ適用コンサルティングプロジェクトの中でハー

ドウェア、ソフトウェア、ネットワークなどインフラアーキテクチャ、および運用管理に関する知識の修得を目的とする。  

 

○ 当コースでは、パッケージの知識に基づくインフラ要件の定義、各々のプロジェクトフェーズで必要とされるインフラの設計と設定、管理方針の策定と手 

 順の定義、導入計画および運用計画の立案など一連のパッケージ適用メソドロジについて学習する。  

 

○ コース前半では、インフラアーキテクチャ、運用管理などの知識を講義形式で学習する。後半では、パッケージを成功裡に導入するためのＩＴインフラ

構築をワークショップ形式で実践的に学習する。 

受講対象者 
 複数のコンサルティングプロジェクトに参画し、プロジェクトを実施した経験と実績を有する者（コンサルタント（専門分野：パッケージ適用）のレベル５を目

指す者） 

受講前提  「コンサルティングメソドロジ基本：アプリケーション製品知識」を修了していること、または同等の知識を有していること 

研修方法  講義、ワークショップ 

期間  標準日数 ３日 （クラスルーム） 

研修修了後の 

スキル修得目標 

 パッケージ適用プロジェクトにおけるITインフラに関する知識を活用し、コンサルティングチームのメンバとして、効果的なコンサルティングプロジェクトを

実施することができる。 
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対象スキル項目 関連する知識 

ＩＴ戦略の策定 
－システム運用管理設計 

キャパシティ管理の適用、問題管理の適用、変更管理の適用、回復管理の適用、構成管理の適用、インフラ設計、エンドユーザ支援設計、資産管理の適

用、災害対策、サービスレベル設計 

－問題管理 

障害影響度評価分析、障害履歴管理、障害特定、原因診断、障害修復、回避策策定、回避作業計画立案、回避に伴う調査、現象定義、データ収集、測定

の実施、問題管理ツールの活用と実践、マルチベンダまたはマルチプラットフォーム環境における問題特定手法の活用と実践  

－システムプラットフォーム技術 

オペレーティングシステム技術の活用と実践（メインフレーム、分散機（オフコン）、ＵＮＩＸ、ＷＩＮＤＯＷＳ、Ｌｉｎｕｘなど） 

－製品知識(プラットフォーム） 

プロセッサ、記憶装置、印刷装置、オペレーティングシステム、データベースシステム、トランザクションシステム、ミドルウェアの評価と選定 

パッケージの適合性評価と適用
－ビジネス環境分析 

外部環境分析、内部環境分析、業界分析、競争上の位置（リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー）の分析、事業ライフサイクル（導入期、成長

期、成熟期、衰退期）の分析  

－ニーズ＆ウォンツ分析 

ビジネス要求の確認、現行業務の調査と分析、経営要求の確認、現行組織体制の調査と分析、現行インフラの調査と分析 

－パッケージの適合性評価（Ｆｉｔ＆Ｇａｐ分析）とパッケージ適用 

適用する情報技術の調査、適用する情報技術の検討、適用する情報技術と業務機能との整合性の検討、ビジネス要求に適したビジネス支援パッケージ

候補の洗出し、最適なパッケージの選定 

－パッケージ導入メソドロジの理解と実践 

導入検討の留意点とテストの必要性の検討、導入検討の留意点検討、費用と投資効果の予測、情報戦略との整合性の検証、教育と訓練に対する基本方

針の明確化  

－顧客リレーション 

顧客リレーションの確立、維持 

－専門知識の活用（パッケージ） 

インダストリ知識の活用、ＩＴ関連知識の活用、代表的なアプリケーション製品知識（ＥＲＰ、ＳＣＭ、ＣＲＭ等）、パッケージ適用事例知識、組織改革におけ

るパッケージ適用事例知識、インフラ支援パッケージ適用事例知識 
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対象スキル項目 関連する知識 

コンサルティングの実施 
－コンサルティング技術の活用 

仮説設定、データ収集、インタビューの実施、セッションの運営、データ分析、検証、コミュニケーションとネゴシエーションの実施、報告書の作成 

 

コンサルティングメソドロジの活

用 

－コンサルティングメソドロジの選択と活用 

コンサルティングメソドロジの比較と分析、コンサルティングメソドロジの選定と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技

術の適用 

 

 

 

 


